
 

第９回 ニュース作文コンクール表彰式（東京の部） 
朝日小学生新聞 朝日中高生新聞 東京私塾協同組合 共催 

≪小学生の部・秀作賞≫（敬称略） 

増永莉乃（セルモ西六郷・小６）、代田智子（自由塾入谷・小６）、福井太一樹

（自由塾日暮里・小４）、神里琉瑠（自由塾日暮里・小６）、小澤一葉（自由塾

日暮里・小５）、久保田楓（自由塾町屋・小２）、吉澤莉子（自由塾町屋・小

５）、矢間友花（自由塾町屋・小６）、小野澤孝太郎（セルモ目黒本部・小６）、

船木柚果（自由塾町屋・小３）、上森咲季（自由塾町屋・小４）、根本理子（自

由塾町屋・小５）、工藤和夏（自由塾町屋・小６） 

≪中学生の部・秀作賞≫ 

齋藤ちゅ凪（武蔵野塾・中３）、石光俐陽（武蔵野塾・中３）、小坂結奈 （セル

モ西六郷・中１）、西﨑真衣（のびのび学習教室・中３）、上村夏音（自由塾日

暮里・中２）、今村心道（自由塾町屋・中３） 

12月5日 特別号外 

◇ 

 

小
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
の
は
、
大
貫
結
衣
さ
ん
（自
由
塾

町
屋
教
室
・小
６
）の
『 

現
代
の
お
も

ち
ゃ
に
は
で
き
な
い
こ
と 

』 

。
電
気

を
使
い
個
人
で
遊
ぶ
も
の
ば
か
り
の

現
代
の
も
ち
ゃ
に
対
し
て
、
大
勢
で

楽
し
ん
だ
り
想
像
力
を
鍛
え
る
こ
と

の
で
き
る
昔
の
お
も
ち
ゃ
を
も
っ
と
活

用
し
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
綴
り

ま
し
た
。 

 

中
学
生
の
部
の
最
優
秀
賞
は
、
相

原
弥
千
代
さ
ん
（
セ
ル
モ
西
六
郷
教

室
・中
３
）の
『 

「 

大
丈
夫
だ
よ 

」
の

一
言 

』 

。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
泣
い

た
り
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
自

分
は
、
お
母
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
も

ら
う
こ
と
で
心
の
調
子
を
取
り
も
ど

せ
る
。
「 

不
調
を
感
じ
た
ら
誰
か
に

話
し
て 

」と
い
う
朝
中
高
の
記
事
を

自
分
の
体
験
を
通
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。 

 
小
学
生
の
部
の
優
秀
賞
は
次
の
４

名
。
西
寺
林
太
郎
さ
ん
（セ
ル
モ
目
黒

本
部
教
室
・小
６
）、
富
田
虎
太
郎
さ

ん
（の
び
の
び
学
習
教
室
・小
６
）、
柴

崎
桃
果
さ
ん
（自
由
塾
入
谷
教
室
・ 

 

朝
日
小
学
生
新
聞
、
朝
日
中

高
生
新
聞
の
記
事
か
ら
作
文
に 

す
る
「第
９
回
ニ
ュ
ー
ス
作
文
コ

ン
ク
ー
ル 

東
京
の
部
」の
表
彰

式
が
こ
の
ほ
ど
、
朝
日
新
聞
東

京
本
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。  

 
 

 

小
学
生
部
門
８
２
作
品
、
中

学
生
部
門
２
７
作
品
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
、
秀
作
賞
の
計
２
８
作
品
に

そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
副
賞
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 ◇ 

小
６
）、
菅
野
え
れ
な
さ
ん
（自
由
塾

日
暮
里
教
室
・
小
４
）。 

 

中
学
生
の
部
の
優
秀
賞
は
３
名
。
芝

﨑
勇
翔
さ
ん
（
セ
ル
モ
西
六
郷
教
室
・

中
３
）、
瀧
口
結
萌
さ
ん
（武
蔵
野
塾
・

中
３
）、
原
田
煌
代
さ
ん
（ト
レ
ッ
ク
・

中
３
） 


